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タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
の
場
合

高

橋

孝

信

東

京

大

学

一

は

じ

め

に

い
わ
ゆ
る

イ
ン
ド
近
代
文
学

史
家
に
と
っ
て
、
バ
ク
テ
ィ
と
言
え
ば
タ
ミ
ル
に
端
を
発
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
論
を
ま
た
な
い

ほ
ど
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
学
史
を
著
し
た
ド
ゥ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
は

南
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
教
説

こ
そ
が
、
実
は
バ
ク
テ
ィ
運
動
の
源
泉

と
明
瞭
に
述
べ
て
い

１
る
し
、
別
の
論
者
は

私
（
バ
ク
テ
ィ
）
は
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
（
タ
ミ
ル
）
の

地
に
生
ま
れ
、
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
で
育
ち
、
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
で
生
き
、
そ
し
て
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で
衰
弱
し
た

と
い
う

B
h
agavat

 
M
ah
atm

ya

の
一
節
を
引
い
て
、
バ
ク
テ
ィ
の
歴
史
を
述
べ
て

２
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
い
わ
ゆ
る

イ
ン
ド
学

で
バ
ク
テ
ィ

を
説
く
場
合
、
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ト
ギ
ー
タ
ー
か
ら
一
挙
に
十
一
世
紀
の
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
飛
び
、
そ
れ
か
ら
十
五
〜
六
世
紀
の
ヒ
ン
デ
ィ

ー
詩
人
カ
ビ
ー
ル
な
ど
に
至
る
と
い
う
具
合
で
、
六
〜
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
は
す
っ
か
り
抜
け
落
ち
る
の
が
普
通

で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
概
説
で
欠
け
て
い
た
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
の
一
端
を
、
そ
の
祈
り
が
タ
ミ
ル
古
典
恋
愛
文
学
（
後
一
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〜
三
世
紀
）
を
模
し
て
い
る
こ
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
、
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
研
究
の
課
題
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
紙
幅
の
制
限
で
、
本
来
本
稿
に
載
せ
る
べ
き
資
料
の
大
部
分
を
割
愛
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
稿
で
示
す
文
献
を
参
照
し
て
い
た
だ

き

３
た
い
。

二

タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
（
後
六
〇
〇
〜
九
〇
〇
年
）
の

４
概
要

タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
の
概
略
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
ま
ず
第
一
に
、
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
は
、
イ
ン
ド
の
バ
ク
テ
ィ
史
上
は
じ
め
て
の
実
践
的
宗
教
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
バ
ク
テ
ィ
が
理
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
に
お
い
て
は
じ
め
て
実
生
活
と
結
び
つ

い
た
宗
教
運
動
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
タ
ミ
ル
地
域
で
バ
ク
テ
ィ
が
広
ま
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
が
な
さ
れ
て
い

５
る
が
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
そ
の

前
時
代
（
四
〜
五
世
紀
）
に
栄
え
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
や
仏
教
に
対

６
す
る
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
側
か
ら
の
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
バ
ク
テ
ィ
の
詩
人
た
ち
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
や
仏
教
に
露
骨
な
敵
愾
心
を
抱
き
、
そ
れ
ら
を
徹
底
的
に
こ
き
下
ろ
し
て
い
る
。
他
方
、
そ

の
た
め
に
、
バ
ク
テ
ィ
文
献
は
七
〜
八
世
紀
ご
ろ
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
や
仏
教
徒
の
実
際
の
様
子

例
え
ば
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
は
素
っ
裸

で
あ
り
、
口
が
臭
く
、
変
な
言
葉
を
語
る
（
北
方
方
言
が
混
じ
っ
て
い
た

）
と
か
、
仏
教
徒
は
重
衣
を
纏
っ
て
い
る
な
ど

を
伝
え
る

貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
バ
ク
テ
ィ
運
動
が
盛
ん
に
な
る
六
〇
〇
年
ご
ろ
を
境
に
、
タ
ミ
ル
の
言
語
・
社
会
・
文
化
は
大
き
く
変
容
す
る
。
す
な
わ
ち
、

言
語
は
古
タ
ミ
ル
語
か
ら
中
期
タ
ミ
ル
語
に
変
わ
り
、
社
会
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
化
し
は
じ
め
、
寺
院
が
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
重
要
な
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も
の
と
な
る
。
な
お
、
シ
ヴ
ァ
派
と
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
と
は
、
当
初
反
ジ
ャ
イ
ナ
教
・
仏
教
で
歩
み
を
と
も
に
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
勢
力
が

駆
逐
さ
れ
る
と
、
後
に
は
互
い
に
敵
対
す
る
よ
う
に

７
な
る
。
ち
な
み
に
、
タ
ミ
ル
地
域
で
は
伝
統
的
に
シ
ヴ
ァ
派
が
多
い
。
六
〜
九
世
紀

ご
ろ
の
シ
ヴ
ァ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
両
派
の
人
口
は
分
か
ら
な
い
が
、
記
録
の
残
る
十
九
世
紀
末
か
ら
今
日
の
統
計
に
よ
る
と
、
シ
ヴ
ァ
派
が

人
口
の
五
〜
六
割
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
が
二
〜
三
割
で
あ
る
。

（
四
）
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
で
の
祈
り
の
形
態
・
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。（
ア
）
神
の
祭
っ
て
あ
る
聖
地
を
、

信
者
は
聖
者
と
と
も
に
巡
り
、
聖
者
の
作
っ
た
讃
歌
を
と
も
に
歌
い
上
げ
た
。
こ
れ
ら
聖
地
の
多
く
は
当
初
は
小
さ
な
祠
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、
パ
ッ
ラ
ヴ
ァ
朝
（
六
〜
九
世
紀
）
や
チ
ョ
ー
ラ
朝
（
九
〜
十
三
世
紀
）
を
中
心
に
、
そ
こ
に
壮
大
な
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
。

彼
ら
聖
者
が
作
っ
た
讃
歌
は
後
に
編
纂
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ヴ
ァ
派
聖
典
（T

iru
m
u
rai

）、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
聖
典
（D

ivyapraban
d
h
a

ま

た
は

T
ivviyappirapan

tam

）
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
伝
統
的
に
、
シ
ヴ
ァ
派
で
は
六
十
三
人
の
聖
者
（n

a
y
a
n
a
r

）
を
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派

で
は
十
二
人
の
聖
者
（a

lv
a
r

）
を
数
え
上
げ
る
が
、
シ
ヴ
ァ
派
六
十
三
聖
人
の
大
部
分
は
、
同
聖
典
の
作
者
と
は
関
係
の
な
い
七
世
紀

以
前
の
伝
説
的
人
物
で
あ
る
。（
イ
）
聖
者
は
、
一
般
信
者
の
模
範
的
存
在
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
同
じ
信
者
（
バ
ク
タ
）
と
し
て
神
の

前
で
は
一
般
信
者
と
は
仲
間
で
あ
る
。
ま
た
、
信
者
同
士
も
、
神
の
前
で
は
対
等
・
平
等
な
関
係
で
あ
る
。（
ウ
）
神
と
バ
ク
タ
（
聖
者

も
含
め
た
信
者
）
と
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
主
と
僕
、
王
と
家
臣
、
男
と
恋
人
、
そ
し
て
、
ま
れ
に
友
人
同
士
と
い
う
よ

う
な
場
合
も

８
あ
る
。

さ
て
、
最
後
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
神
と
バ
ク
タ
と
を
、
男
と
そ
の
恋
人
と
し
て
描
く
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
主
と
僕
と
し
て
描
く

場
合
も
、
古
典
恋
愛
文
学
の
手
法
に
倣
う
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
ま
ず
タ
ミ
ル
古
典
恋
愛
文
学
に
つ
い
て
概
観
し
、
つ
い

で
第
四
節
で
は
、
バ
ク
テ
ィ
の
作
品
と
古
典
恋
愛
文
学
と
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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三

タ
ミ
ル
古
典
恋
愛
文
学
（
一
〜
三
世
紀
）
の

９
概
要

タ
ミ
ル
古
典
文
学
は
、
イ
ン
ド
南
端
部
（
今
日
の
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
と
ケ
ー
ラ
ラ
両
州
に
相
当
す
る
地
域
）
で
紀
元
後
一
〜
三
世
紀
を
中
心

に
花
開
い
た
詩
文
学
で
、
四
七
〇
余
の
詩
人
の
手
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
長
さ
（
三
〜
七
八
二
行
）
の
恋
愛
詩
や
英
雄
詩
二
三
八
一
が
今
日

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
う
ち
、
恋
愛
詩
が
全
体
の
八
割
を
占
め
る
）。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
の
ち
に
主
題
・
韻
律
・
長
さ
な
ど
か
ら

エ
ッ

ト
ゥ
ト
ハ
イ
（
八
詞
華
集
）

と

パ
ッ
ト
ゥ
パ
ー
ッ
ト
ゥ
（
十
の
長
詩
）

と
い
う
詞
華
集
に
編
ま
れ
た
。
伝
説
に
よ
る
と
、
詩
人
た
ち

は
古
代
パ
ー
ン
デ
ィ
ヤ
王
朝
の
首
府
マ
ド
ゥ
ラ
イ
に
存
在
し
た
宮
廷
文
芸
院
サ
ン
ガ
ム
（
仏
教
で
い
う
サ
ン
ガ
﹇
僧
伽
﹈
と
同
起
源
の
語
）

で
、
規
範
書
で
あ
る
文
法
書
・
詩
論

ト
ル
ハ
ー
ピ
ヤ
ム

（T
olkappiyam

）（
一
〜
五
世
紀
頃
）
を
学
び
、
詩
作
を
競
っ
た
と
言
う
。
こ

の
伝
説
（
サ
ン
ガ
ム

10
伝
説
）
が
示
す
よ
う
に
、
古
典
文
学
（
こ
と
に
恋
愛
文
学
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
約
束
事
か
ら
な
る
高
度
に
様
式
化
し
た
文

学
で
あ
る
。
そ
の
約
束
事
の
一
端
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）
詩
人
は
自
分
の
恋
情
を
歌
う
の
で
は
な
く
、
登
場
人
物
の
一
人
に
仮
託
し
て
恋
を
歌
い
上
げ
る
。

（
二
）
登
場
人
物
、
お
よ
び
そ
の
各
々
の
役
割
が
決
ま
っ
て
い
る
。
主
な
登
場
人
物
は
、
女
、
女
の
友
人
（
以
上
で
作
品
の
約
八
〇

％
）、
男

（
一
〇
％
強
）、
女
の
実
母
と
乳
母
、
遊
女
（
こ
れ
ら
で
約
五
％
）
な
ど
で
あ
る
。
各
々
の
役
割
は
、
女
が
つ
ね
に
恋
の
悲
哀
・

苦
悩
を
訴
え
る
の
に
対
し
、
そ
の
友
人
は
、
い
つ
も
女
と
一
心
同
体
と
な
っ
て
女
を
励
ま
し
、
ま
た
逢
引
の
約
束
を
は
じ
め
男
と
の
間
を

取
り
持
つ
。
男
と
そ
の
友
人
は
、
恋
の
苦
悩
を
訴
え
る
男
に
対
し
て
、
友
人
は
男
た
る
も
の
の
義
務
を
説
く
。
女
と
遊
女
（
高
級
遊
女
）

は
、
男
を
め
ぐ
っ
て
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
関
係
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

（
三
）
テ
ー
マ
（
登
場
人
物
の
誰
が
、
誰
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
な
に
を
語
る
の
か
）
は
決
ま
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
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は
全
体
で
約
五
〇
〇
あ
り
、
そ
れ
ら
を
、
出
会
い
か
ら
、
昼
ま
た
は
夜
の
逢
引
、
そ
れ
ら
の
妨
げ
、
結
婚
の
催
促
、
結
婚
、
結
婚
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
別
れ
（
富
の
獲
得
、
戦
い
、
遊
女
の
た
め
）、
再
会
と
い
う
よ
う
に
時
系
列
に
並
べ
る
と
、
あ
た
か
も
一
つ
の
恋
物
語
の
よ
う
に

な
る
。

（
四
）
個
々
の
作
品
は
、
そ
の
恋
物
語
の
一
局
面
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
テ
ー
マ
し
か
描
か
な
い
。
例
え
ば
、
第
四
節
で
見
る

K
u
r-

u
n
tokai

一
五
五
な
ら
、
そ
の
前
後
の
テ
ー
マ
で
あ
る

雨
季
に
は
必
ず
戻
る
と
言
っ
て
、
男
が
女
を
励
ま
す

あ
る
い
は

男
が
戻
っ

て
の
女
の
喜
び

は
、
別
の
作
品
が
描
く
。

（
五
）
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
の
基
本
的
な
も
の
は
、
作
品
に
描
き
こ
ま
れ
た
場
所
（
山
地
、
海
岸
な
ど
）、
季
節
、
時
間
、
動
植
物
な
ど
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
類
推
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
俳
諧
で
季
語
が
あ
る
季
節
や
情
感
を
連
想
さ
せ
る
の
に
似
て
い
て
、
タ
ミ
ル

恋
愛
文
学
で
は
、
作
品
に
描
き
こ
ま
れ
た
地
勢
・
季
節
・
時
間
・
動
植
物
な
ど
が
作
品
の
主
題
を
連
想
さ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は

四
季

が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
、
タ
ミ
ル
人
に
と
っ
て
は
、
五
つ
の
地
域

山
岳
、
海
岸
、
荒
れ
地
、
牧

地
、
田
園

が
重
要
で
、
こ
れ
ら
五
つ
が
恋
愛
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
を
構
成
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
に
固
有
の
花
の
名
で
あ
る
。

恋
愛
文
学
の
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

一

11
覧
表

ジ
ャ
ン
ル
名

ク
リ
ン
ジ

ネ
イ
ダ
ル

パ
ー
ラ
イ

ム
ッ
ラ
イ

マ
ル
ダ
ム

場

所

山
地

海
辺

荒
れ
地

森
林
／
牧
地

田
園

季

節

寒
期
／
冬
前
期

﹇
特
に
な
し
﹈

冬
後
期
／
夏

雨
季

﹇
特
に
な
し
﹈

時

間

真
夜
中

黄
昏
時

真
昼

夕
方

早
朝

日
中

午
後
／
夜
半

日
中

男
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動

物

猿
、
象
、
虎

鮫
、
ワ
ニ

象
、
虎
、
ト
カ
ゲ

鹿

水
牛
、
鯉
、
鰻

蜂
、
コ
ブ
ラ

エ
ビ

ジ
ャ
ッ
カ
ル

牛
、
羊

植

物

竹
、
パ
ラ
ミ
ツ

p
u
n
n
a
i

、ta
la
i

 
o
m
a
i

、y
a

k
o
n
ra
i

マ
ン
ゴ
ー

v
en
k
a
i

、
サ
ン
ダ
ル

n
ey
ta
l

、n
a
la
l

ム
ッ
ラ
イ

鳥

孔
雀
、
オ
オ
ム

サ
ギ
、
水
鳥

野
鳩
、
鷲

野
鶏

サ
ギ

フ
ク
ロ
ウ

（
カ
モ
メ
）

ハ
ゲ
タ
カ

（
ツ
ル
）

主

題

結
婚
前
の
恋
の
諸
相

結
婚
前
の
恋
の
諸
相

別
れ
、
駆
落
ち

別
離
と
帰
り
を

待
つ
妻
の
不
安

遊
女
の
た
め
の
別
れ
と

妻
の
不
機
嫌

結
婚
の
前
後

結
婚
前

結
婚
前

結
婚
前
・
後

結
婚
後

結
婚
後

右
の
表
は
、
お
の
お
の
の
ジ
ャ
ン
ル
に
固
有
の
地
勢
・
季
節
・
時
間
・
動
植
物
、
お
よ
び
関
連
す
る
主
題
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
表
に
出
る
語
は
ジ
ャ
ン
ル
を
示
す
キ
ー
タ
ー
ム
と
な
る
が
、
一
つ
の
作
品
に
出
る
キ
ー
タ
ー
ム
は
一
つ
だ
け
の
場
合
も
複
数

の
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

パ
ラ
ミ
ツ
（
波
羅
蜜
）

と
い
う
語
が
出
た
だ
け
で
も
、
そ
の
作
品
は
ク
リ
ン
ジ
・
ジ
ャ
ン
ル
に
属
し
、
山

地
を
舞
台
に
し
て
結
婚
前
の
諸
相
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

古
典
恋
愛
文
学
と
バ
ク
テ
ィ
讃
歌

で
は
、
バ
ク
テ
ィ
の
作
品
を
古
典
恋
愛
文
学
と
比
較
し
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
讃
歌
、
こ
と
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
讃
歌

を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
と
い
う
の
も
、
牧
童
ク
リ
シ
ュ
ナ
を
慕
う
牧
女
と
い
う
設
定
は
、
古
典
の
ム
ッ
ラ
イ
・
ジ
ャ
ン
ル

牧
地

の
雨
期
の
夕
刻
を
背
景
と
し
、
女
が
旅
か
ら
帰
る
夫
を
待
つ
こ
と
が
中
心
的
主
題

の
設
定
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
比
較
と
し
て
分
か
り

や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
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つ
ぎ
の
作
品
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
最
大
の
詩
人
と
言
わ
れ
る
ナ
ム
マ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
（N

a
m
m
a
lv
a
r

九
世
紀
）
の
作
品
で
あ
る
（T

ir-

u
vaym

oli

聖
な
る
真
実
の
言
葉

12

9.9.10

）。

夕
暮
れ
が
訪
れ
た
。
が
、
黒
き
人
は
来
な
い
。

力
強
き
雄
牛
が
、
大
き
な
ベ
ル
を
鳴
ら
し
つ
つ
交
わ
る
、
色
姿
の
美
し
い
雌
牛
は
じ
ゃ
れ
、

〔
放
っ
た
羊
を
集
め
る
〕
鋭
い
笛
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
る
の
に
…
…

蜂
が
、
輝
く
た
わ
わ
な
ム
ッ
ラ
イ
か
ら
大
き
く
開
い
た
茉
莉
花
へ
と
移
動
し
、

羽
音
を
立
て
、
そ
れ
が
中
空
に
砕
け
、
嘆
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
音
を
響
か
せ
て
い
る
の
に
…
…

あ
あ
、
あ
の
人
が
い
な
い
の
に
、
こ
こ
で
私
は
な
に
を
語
り
、
ど
う
生
き
よ
う
。

こ
の

夕
刻
が
や
っ
て
き
た
の
に
、
待
ち
人
は
来
な
い
（
だ
か
ら
、
私
〔
女
〕
は
生
き
ら
れ
な
い
）

と
い
う
の
は
、
ム
ッ
ラ
イ
・
ジ

ャ
ン
ル
の
典
型
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
牧
地
の
夕
刻
の
描
き
方
も
古
典
の
そ
れ
と
寸
分
違
わ
な
い
ほ
ど
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
古
典

恋
愛
文
学
の
例
（K

u
ru
n
tokai

一

13
五
五
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

穀
物
畑
を
耕
し
、
賑
や
か
な
農
夫
た
ち
が

〔
空
に
な
っ
た
〕
種
入
れ
の
子
篭
を
花
の
蕾
で
満
た
し
て
戻
る

夕
暮
れ
が
や
っ
て
来
た
。
だ
が
、

鍛
冶
場
の
吹
子
の
か
た
わ
ら
の
、
蠟
の
沢
山
入
っ
た

の
よ
う
な

口
の
広
い
ベ
ル
の
音
を
、
木
の
生
い
茂
っ
た
森
に
響
か
せ
つ
つ
、

晩
餐
を
と
る
た
め
に
、
あ
の
人
の
車
が
や
っ
て
来
る

と
伝
え
る
言
葉
は
、
ま
だ
来
な
い
。

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
）
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つ
ぎ
に
、
シ
ヴ
ァ
派
の
讃
歌
で
あ
る
が
、
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
初
期
三
聖
人
の
一
人
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
を
駆
逐
し
た
こ
と

で
有
名
な
サ
ン
バ
ン
ダ
ル
（C

a
m
p
a
n
ta
r

七
世
紀
）
の
作
品
で
あ
る
（T

evaram
 
I.
130.

1

）。

あ
あ
、
聖
地
テ
ィ
ル
ヴ
ァ
イ
ヤ
ー
ル
（T

iru
v
a
iy
a
ru

）

五
感
が
混
乱
し
、
歩
む
べ
き
道
に
惑
い
、
智
慧
が
滅
び
無
気
力
と
な
り
苦
し
む
と
き
、

恐
れ
る
な

と
言
っ
て
、
恩
寵
を
施
し
て
く
れ
る
方
が
お
わ
す

そ
の
寺
で
は
、

女
た
ち
が
右
遶
し
つ
つ
踊
る
の
に
、
太
鼓
を
鳴
ら
す
と
、

雌
猿
た
ち
が
雷
鳴
と
勘
違
い
し
て
恐
れ
、
木
に
登
り
雲
を
見
や
っ
て
い
る
。

こ
の
例
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
（
こ
と
に
最
後
の
二
行
）、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
讃
歌
と
比
較
す
る
と
、
シ
ヴ
ァ
派
の
讃
歌
で
は
、
古
典
恋
愛
文

学
の
常
套
句
の
み
を
取
り
入
れ
る
傾
向
が
強
い
。
つ
ぎ
の
古
典
作
品
（K

u
ru
n
tokai

一
五
三
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
で
大
き
な
オ
オ
ム
が
鳴
く
た
び
に
、
そ
し
て

前
庭
の
波
羅
蜜
の
黒
い
枝
を
大
き
な
黒
猿
が
跳
び
渡
る
た
び
に
、

可
哀
想
に
私
の
心
は
恐
れ
お
の
の
い
て
い
た
。

し
か
し
今
や
、
漆
黒
の
真
夜
中
に
、

﹇
心
は
﹈
山
腹
の
長
い
道
を
や
っ
て
来
る
あ
の
男
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
、
女
が
男
を
（
信
者
が
神
を
）
切
な
い
ほ
ど
に
想
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
、
ク
リ
ン
ジ
・
ジ

ャ
ン
ル
に
特
有
の
山
地
の
様
子
、
こ
と
に
そ
こ
に
住
む
猿
の
様
子
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
山
地
を
背
景
と
し
、
結
婚
前
の
恋
の
諸
相

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
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を
描
く
ク
リ
ン
ジ
・
ジ
ャ
ン
ル
の
設
定
を
そ
の
ま
ま
模
し
て
シ
ヴ
ァ
神
に
讃
歌
を
捧
げ
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
シ
ヴ
ァ
寺
院
の
大
半
は
カ
ー
ヴ
ェ
ー
リ
河
畔
の
田
園
地
帯
、
す
な
わ
ち
古
典
の

マ
ル
ダ
ム
地
域

に
あ
る
。
古
典
の
ジ
ャ
ン
ル
設

定
を
そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
、
遊
女
の
た
め
の
別
れ
が
主
題
と
な
る
た
め
に
、
ク
リ
ン
ジ
・
ジ
ャ
ン
ル
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
表
現
の
み
を
用

い
た
の
で

14
あ
る
。

五

む

す

び

今
後
の
課
題

タ
ミ
ル
の
バ
ク
テ
ィ
讃
歌
の
多
く
が
、
古
典
恋
愛
文
学
の
手
法
に
倣
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
こ
れ
ま
で
に
も
度
々
な
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
こ
と
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
バ
ク
テ
ィ
讃
歌
に
古
典
恋
愛
文
学
の
伝
統
を
取
り
入
れ
た
の

か
、
そ
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。

第
三
節
で
古
典
文
学
の
約
束
事
の
一
端
を
示
し
た
が
、
高
度
に
様
式
化
し
た
古
典
文
学
を
理
解
す
る
た
め
に
は
か
な
り
の
時
間
と
訓
練

を
要
す
る
か
ら
、
本
稿
程
度
の
紹
介
で
そ
の
全
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
よ
う
に
古
典
文
学
を
専

門
と
す
る
者
な
ら
、
第
四
節
に
示
し
た
バ
ク
テ
ィ
文
学
の
二
つ
の
例
が
、
主
人
公
が
男
か
ら
神
に
代
わ
っ
た
だ
け
と
い
う
く
ら
い
、
古
典

文
学
と
そ
っ
く
り
に
見
え
て
も
、
タ
ミ
ル
古
典
に
通
じ
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
バ
ク
テ
ィ
文
学
と
古
典
文
学
に
は
た
し
か
に
同
じ
よ
う
な

言
い
回
し
が
出
て
く
る
も
の
の
、
ど
こ
が
そ
れ
ほ
ど

そ
っ
く
り

な
の
か
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
同
じ
こ
と
が
バ
ク
テ
ィ
文
学
の
作
者
（
聖
人
）
と
一
般
信
者
と
の
間
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
者
た
ち
が
古

典
文
学
に
深
く
通
じ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
般
信
者
は
高
度
に
様
式
化
し
た
古
典
の
伝
統
な
ど
ほ
と
ん
ど
分

か
ら
ず
、
分
か
っ
た
こ
と
は
、
せ
い
ぜ
い
が
恋
情
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
親
し
み
の
あ
る
地
勢
と
動
植
物
な
ど
の
描
写
だ
け
で
あ
っ

男
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祈
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橋
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た
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
古
典
恋
愛
文
学
を
模
し
た
聖
者
た
ち
の
讃
歌
は
、
一
般
信
者
に
は
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
筆
者
は
こ
の
数
年
、
文
献
学
的
手
法
で
は
ど
う
し
て
も
読
め
な
い
テ
キ
ス
ト
の
存
在
が
気
に

な
っ
て
い
た
。
バ
ク
テ
ィ
文
献
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
や
や
詳
し
く
論
じ
て
い
る

15
の
で
、
こ
こ
で
は
結
論
の
み

を
記
す
が
、
そ
れ
ら
の
あ
る
も
の
は
テ
キ
ス
ト
伝
承
に
問
題
が
あ
る
た
め
に
、
ま
た
あ
る
も
の
は
人
形
劇
等
の
劇
の
台
詞
、
あ
る
い
は
バ

ク
テ
ィ
文
献
の
場
合
の
よ
う
に
、
歌
の
歌
詞
で
あ
る
た
め
に
、
文
献
学
的
手
法
で
は
読
め
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ク
テ
ィ
讃
歌
を

文
献

と
し
て
読
み
、

歌

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

歌

と
い
う
の
は
、
童
謡
を
歌
う

子
供
、
習
っ
た
こ
と
の
な
い
外
国
語
の
ポ
ッ
プ
ス
を
聞
く
若
者
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
歌
詞
の
内
容
が
分
か
ら
な
く
と
も
楽
し
め

る
し
、
ま
た
な
ん
ら
か
の
情
動
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
古
典
恋
愛
文
学
を
模
し
た
バ
ク
テ
ィ
讃
歌
の
場
合
、
親
し
み

の
あ
る
地
勢
や
動
植
物
が
描
か
れ
、
そ
の
内
容
は
何
人
に
も
分
か
る
恋
歌
で
あ
る
。
た
と
え
、
そ
こ
に
古
典
の
伝
統
を
読
み
取
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
一
般
信
者
が
引
き
つ
け
ら
れ
な
い
わ
け
は
な
い
。

さ
て
、
古
典
の
恋
歌
を
模
し
た
讃
歌
が
一
般
信
者
に
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、
詩
人
（
聖
者
）
た
ち
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ

讃
歌
に
恋
歌
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
バ
ク
テ
ィ
（b

h
a
k
ti

）
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
特
定
の

相
手
と
の
親
密
な
る
関
係
、
こ
と
に

愛

を
包
含
す
る
。
そ
こ
で
、
バ
ク
テ
ィ
の
聖
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
古
典
の
恋
愛
文
学
の
伝

統
を
取
り
入
れ
、
神
へ
の
愛
を
歌
い
上
げ
た
と
も

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

え
方
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
初
期
の

シ
ヴ
ァ
派
バ
ク
テ
ィ
文
献
（T

evaram

七
〜
八
世
紀
）
で
は
、
古
典
の
常
套
句
は
頻
繁
に
用
い
る
が
、
神
を
讃
嘆
こ
そ
す
れ
、
神
へ
の
愛

を
歌
い
上
げ
る
こ
と
は
稀
で
、
神
へ
の
愛
を
古
典
の
手
法
そ
の
ま
ま
に
本
格
的
に
歌
い
上
げ
る
の
は
、
九
世
紀
ご
ろ
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（
ク
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リ
シ
ュ
ナ
）
讃
歌
以
降
で
あ
る
。
他
方
、
古
典
で
は
神
へ
の
バ
ク
テ
ィ
讃
歌
は
存
在
し
な
い
が
、
土
着
神
の
ム
ル
ガ
ン
（
後
に
ス
カ
ン
ダ
と

同
一
視
さ
れ
る
）
を
描
く
と
き
に
は
、
あ
る
種
の
親
し
み
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
古
典
期
と
バ
ク
テ
ィ
期
と
の
間
頃
（
五
〜
六

世
紀
）
の
作
品
と
思
わ
れ
る
宗
教
詩
、

ム
ル
ガ
ン
神
へ
の
誘
い

（T
iru
m
u
ru
karru

ppatai

）
や

パ
リ
パ
ー
ダ
ル

（P
aripatal

）
で
は
、

か
な
り
の
程
度
古
典
恋
愛
文
学
を
模
倣
し
て
い
る
。
こ
と
に
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
や
ム
ル
ガ
ン
神
等
を
描
く
後
者
は
、
風
景
描
写
だ
け
で
な

く
テ
ー
マ
ま
で
古
典
を
模
し
、
神
に
対
し
て
か
な
り
情
感
的
な
親
し
み
を
込
め
て
い
る
。
バ
ク
テ
ィ
讃
歌
に
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
伏

流
と
し
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

バ
シ
ャ
ム
の
言
う
ご
と
く
、
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
は

今
日
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

16
し
た

。
今
日
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
源
泉
と
し
て
の
タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
の
本
質
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
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a
n
n
a
d
a
”,
Jou

rn
al of th

e In
stitu

te of A
sian S

tu
d
ies,

3.
1,
In
stitu

te o
f A

sia
n

 
S
tu
d
ies,

M
a
d
ra
s,
p
.
113.

３

タ
ミ
ル
文
学
史
全
般
に
関
し
て
は
、
拙
稿

タ
ミ
ル
文
学
へ
の
手
引
き

（

江
島
恵
教
博
士
追
悼
論
集
空
と
実
在

、
春
秋
社
、
東
京
、

二
〇
〇
〇
年
、
五
二
三

五
三
八
頁
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
挙
げ
た
書
を
参
照
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
と
重
複
す
る
が
、
文
学
通
史
と
し
て
は
以

下
の
よ
う
な
書
が
あ
る
。C

.
&
H
.
Jesu

d
a
sa
n
,
A
 
H
istory of T

am
il L

iteratu
re
,
Y
.
M
.
C
.
A
.
P
u
b
lish

in
g H

o
u
se,

C
a
lcu
tta
,

1961:
S
.
V
a
iy
a
p
u
ri P

illa
i,
H
istory of T

am
il L

an
gu
age an

d L
iteratu

re:
B
egin

n
in
g to 1

0
0
0
 
A
.
D
.,
N
ew
 
C
en
tu
ry B

o
o
k

 
H
o
u
se,

M
a
d
ra
s,
1956:

K
.
V
.
Z
v
eleb

il,
T
h
e S
m
ile of M

u
ru
gan

:
O
n T

am
il L

iteratu
re of S

ou
th In

d
ia
,E
.
J.B

rill,L
eid
en
,

1973:
K
.
V
.
Z
v
eleb

il,
T
am
il L

iteratu
re

H
an
d
bu
ch d

er O
rien

talistik
,
Z
w
eite A

b
teilu

n
g
,
2.
B
a
n
d
,
1.
A
b
sch

n
itt

,
E
.
J.

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
）

二
七



B
rill,

L
eid
en
,
1975:

K
.
V
.
Z
v
eleb

il,
L
exicon

 
of T

am
il L

iteratu
re

H
an
d
bu
ch
 
d
er
 
O
rien

talistik
,
2 A

b
teilu

n
g
,
In
d
ien
,

B
a
n
d 9

,
E
.
J.
B
rill,

L
eid
en
/N
ew
 
Y
o
rk
/K
o
ln
,
1995.

４

タ
ミ
ル
・
バ
ク
テ
ィ
関
係
の
研
究
書
を
、
翻
訳
を
中
心
に
挙
げ
て
お
く
。S

.
S
a
ty
a
m
u
rth
i
 
A
y
y
a
n
g
a
r,

T
iru
vaym

oli:
E
n
glish

 
G
lossary

,
A
n
a
n
th
a
ch
a
ry
a In

d
o
lo
g
ica
l R
esea

rch In
stitu

te,
B
o
m
b
a
y
,
V
o
ls.
I
&
II /V

o
ls.
III

&
IV
,
1981:

C
an
ts d

evotion
-

n
els
 
tam

ou
ls
 
d
e
 
K
araikkalam

m
aiyar

,
E
d
itio

n
 
et tra

d
u
ctio

n
 
p
a
r
 
K
a
ra
v
ela
n
e,
In
tro
d
u
ctio

n
 
p
a
r
 
Jea

n
 
F
illio

za
t;

N
o
u
v
elle ed

itio
n
P
o
stfa

ce et in
d
ex

g
lo
ssa

ire p
a
r F

ra
n
ço
is G

ro
s,
In
stitu

te F
ra
n
ça
is D

’in
d
o
lo
g
ie,
P
o
n
d
ich
ery

,
1982:

Jo
h
n C

a
rm
a
n a

n
d V

a
su
d
h
a N

a
ra
y
a
n
a
n
,
T
h
e T

am
il V

ed
a:
P
illan

’s In
terpretation of th

e T
iru
vaym

oli,
U
n
iv
ersity o

f
 

C
h
ica
g
o P

ress,
C
h
ica
g
o
/L
o
n
d
o
n
,
1989:

N
o
rm
a
n C

u
tler,

S
on
gs of E

xperien
ce:

T
h
e P
oetics of T

am
il D

evotion
,In

d
ia
n
a

 
U
n
iv
ersity P

ress,
B
lo
o
m
in
g
to
n
/In

d
ia
n
a
p
o
lis,

1987:
V
id
y
a D

eh
ejia

,
Ā
n
tal an

d H
er P

ath of L
ove,

P
oem

s of a
 
W
om
an

 
S
ain

t from
 
S
ou
th In

d
ia
,
S
ta
te U

n
iv
ersity o

f N
ew
 
Y
o
rk P

ress,
N
ew
 
Y
o
rk
,
1990:

Jea
n F

illio
za
t,
U
n T

exte T
am
ou
l d
e

 
D
evotion

 
V
ish
n
ou
ite:

L
e T

iru
ppavai d

’Ā
n
tal,

In
stitu

te F
ra
n
ça
is D

’in
d
o
lo
g
ie,

P
o
n
d
ich
ery

,
1972:

F
ra
n
co
is G

ro
s,
L
e

 
P
aripatal:

T
extes tam

ou
l,
In
trod

u
ction

,
T
rad

u
ction

,
et N

otes,
In
stitu

te F
ra
n
ça
is D

’in
d
o
lo
g
ie,
P
o
n
d
ich
ery

,
1968:

J.
M
.

S
.
H
o
o
p
er,

H
ym
n
s of th

e Ā
lvars,

O
x
fo
rd U

n
v
ersity P

ress,
1929:

F
.
K
in
g
sb
a
ry a

n
d G

.
P
.
P
h
illip

s,
H
ym
n
s of th

e
 

T
am
il S

aivite S
ain

ts,
S
ri S

a
tg
u
ru P

u
b
lica

tio
n
s,
D
elh
i,
1988

rep
rin
t:
1st ed

.
C
a
lcu
tta
,
1921

:
V
a
su
d
h
a N

a
ra
y
a
n
a
n
,

T
h
e
 
V
ern

acu
lar

 
V
ed
a:

R
evelation

,
R
ecitation

,
an
d
 
R
itu
al,

U
n
iv
ersity

 
o
f S

o
u
th
 
C
a
ro
lin
a
 
P
ress,

1994:
In
d
ira

 
V
isw

a
n
a
th
a
n P

eterso
n
,
P
oem

s to Ś
iva,

T
h
e H

ym
n
s of th

e T
am
il S

ain
ts,
P
rin
ceto

n U
n
iv
ersity P

ress,P
rin
ceto

n
,1989:

G
.
U
.
P
o
p
e,
T
h
e T

iru
vaçagam

,
or

‘S
acred U

tteran
ces’

of th
e T

am
il P

oet,
S
ain

t,
an
d S

age M
an
ikka

vaçagar
rep

rin
t;

1st ed
.
O
x
fo
rd a

t th
e C

la
ren

d
o
n P

ress,
1900

,
U
n
iv
ersity o

f M
a
d
ra
s,
M
a
d
ra
s,
1979:

T
.
N
.
R
a
m
a
ch
a
n
d
ra
n
,
T
iru
k-

kovaiyar
,
T
a
m
il U

n
iv
ersity

,
T
h
a
n
ja
v
u
r,
1989:

T
.
N
.
R
a
m
a
ch
a
n
d
ra
n
,
P
eriya P

u
ran

am
,
2 p

a
rts,

T
a
m
il U

n
iv
ersity

,

T
h
a
n
ja
v
u
r;
P
a
rt I,

1990,
P
a
rt II,

1995:
D
a
v
id D

.
S
h
u
lm
a
n
,
S
on
gs of th

e H
arsh D

evotee:
T
h
e T

evaram
 
of C

u
n
taram

u
r-

ttin
ayan

ar
,
D
ep
t.
o
f S
o
u
th A

sia R
eg
io
n
a
l S
tu
d
ies,

U
n
iv
ersity o

f P
en
n
sy
lv
a
n
ia
,
P
h
ila
d
elp
h
ia
,
1990.

５

こ
れ
に
つ
い
て
は
、K

.
V
.
Z
v
eleb

il,
T
h
e S

m
ile of M

u
ru
gan

,
p
p
.
191 

.

を
参
照
の
こ
と
。

６

バ
ク
テ
ィ
文
献
で
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
は

ca
m
a
n
a
r /a

m
a
n

（＜
sra

m
a
n
a

用
例
多
数
）、p

in
tiy
a
r

（＜
A
so
k
a
 
tree

）、
仏
教
徒
は

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
）

二
八



ca
k
k
iy
a
r

（＜
sa
k
h
y
a

）、p
u
tta
r

（＜
B
u
d
d
h
a

）、p
o
tiy
a
r

（
少
数
）、p
ita
k
a
r

（
一
〜
二
例
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

７

カ
ン
ナ
ダ
地
方
で
も
事
情
は
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
二
世
紀
に
バ
サ
ヴ
ァ
（B

a
sa
v
a

）
が
出
て
ヴ
ィ
ー
ラ
・
シ
ヴ
ァ
派
（
あ
る
い

は
リ
ン
ガ
ー
ヤ
ト
派
）
が
確
立
す
る
と
、
そ
れ
以
降
、
文
学
の
担
い
手
の
中
心
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
な
り
、
カ
ン
ナ

ダ
語
は
古
層
カ
ン
ナ
ダ
語
か
ら
中
期
カ
ン
ナ
ダ
語
に
な
る
。
な
お
、
バ
サ
ヴ
ァ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、A

.
K
.
R
a
m
a
n
u
ja
n
,
H
ym
n
s for

 
th
e D

row
n
in
g:
P
oem

s for V
isn
u by N

am
m
alvar

,
P
rin
ceto

n U
n
iv
ersity P

ress,
P
rin
ceto

n
,
1981

を
参
照
の
こ
と
。

８

神
を
友
人
の
よ
う
に
扱
う
顕
著
な
例
が
、
し
ば
し
ば

傲
慢
な
信
者

と
呼
ば
れ
る
シ
ヴ
ァ
派
聖
人
ス
ン
ダ
ラ
ル
（C

u
n
ta
ra
r

七
〜
八

世
紀
）
で
あ
る
。
彼
の
作
品
に
つ
い
て
は
、S

h
u
lm
a
n
,
S
on
gs of th

e H
arsh D

evotee

を
参
照
の
こ
と
。

９

タ
ミ
ル
古
典
恋
愛
文
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
約
束
事
に
つ
い
て
は
、
高
橋
孝
信

タ
ミ
ル
古
典
文
学
の
基
礎
的
研
究
｜
恋
愛
文
学
の
術
語：

K
u
ru
n
tokai

の
詞
書
か
ら
｜

（

西
南
ア
ジ
ア
研
究

二
二
、
西
南
ア
ジ
ア
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
や
、
高
橋
孝
信
訳
注

テ
ィ
ル
ッ

ク
ラ
ル
｜
古
代
タ
ミ
ル
の
箴
言
集

（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
の

解
説

部
分
に
、
よ
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。T

a
-

k
a
n
o
b
u T

a
k
a
h
a
sh
i,
T
am
il L

ove P
oetry an

d P
oetics

B
rill’s In

d
ological L

ibrary N
o
.
9
,
L
eid
en
/N
ew
 
Y
o
rk

／K
o
ln
,
E
.

J.
B
rill,

1995

も
あ
る
が
、
や
や
専
門
的
に
過
ぎ
る
。
古
典
文
学
の
代
表
的
な
紹
介
お
よ
び
訳
と
し
て
は
、J.

V
.
C
h
ellia

h
tr.

,

P
attu

ppattu
:
T
en T

am
il L

d
ylls,

S
.
I.
S
.
S
.
W
.
P
.
S
.
M
a
d
ra
s,
1962:

G
.
L
.
H
a
rt,
P
oets of th

e T
am
il A

n
th
ologies:

A
n
cien

t
 

P
oem

s of L
ove an

d
 
W
ar
,
P
rin
ceto

n U
n
iv
ersity P

ress,
P
rin
ceto

n
,
1979:

A
.
K
.
R
a
m
a
n
u
ja
n
,
P
oem

s of L
ove an

d
 
W
ar,

F
rom

 
th
e E

igh
t A

n
th
ologies an

d
 
th
e T

en
 
L
on
g P

oem
s of C

lassical T
am
il,
C
o
lu
m
b
ia U

n
iv
ersity p

ress,
N
ew
 
Y
o
rk
,

1985

な
ど
が
あ
る
。

10

サ
ン
ガ
ム
伝
説

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

タ
ミ
ル
古
代
の
文
人
た
ち
の
サ
ン
ガ
｜
伝

N
a
k
k
ira
r

の
注
釈
を
め
ぐ
っ
て
｜

（

東
洋
文

化
研
究
所
紀
要

第
一
一
四
冊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
三
年
、
八
七
｜
一
三
二
頁
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

11

こ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
示
す
キ
ー
タ
ー
ム
と
し
て
は
、

神

食
べ
物

楽
器

旋
律

町
村

人
々
の
職
業

な
ど

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
作
品
に
現
れ
る
頻
度
の
高
い
も
の
だ
け
を
示
し
た
。

12

R
a
m
a
n
u
ja
n

とC
u
tler

に
よ
る
と
、T

iru
vaym

oli

の
作
品
の
三
分
の
一
以
上
で
古
典
恋
愛
文
学
の
設
定
を
模
し
て
い
る
と
い
う
（A

.

K
.
R
a
m
a
n
u
ja
n a

n
d N

o
rm
a
n C

u
tler,

“F
ro
m
 
C
la
ssicism

 
to B

h
a
k
ti”,

E
ssays on G

u
pta C

u
ltu
re
,
ed
.
B
a
rd
w
ell L

.
S
m
ith
,

M
o
tila

l B
a
n
a
rsid

a
ss,

D
elh
i,
1983,

p
.
198

）。

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
）

二
九



13

短
詩
集

。

八
詞
華
集

の
一
つ
で
、
四
〜
八
行
の
恋
愛
詩
四
〇
〇
を
集
め
た
も
の
。

14

反
面
、
シ
ヴ
ァ
派
の
詩
人
は
、
一
連
の
詩
で
神
と
の
恋
物
語
を
描
く
テ
ー
マ
ベ
ー
ス
の
作
品
を
生
み
出
し
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
シ
ヴ

ァ
派
で
最
も
偉
大
な
詩
人

M
a
n
ik
k
a
v
a
ca
k
a
r

（
九
世
紀
頃
）
に
帰
せ
ら
れ
る

T
iru
kkovaiyar

で
、
信
者
と
神
と
の
出
会
い
を
は
じ
め

と
し
た
一
連
の
恋
愛
文
学
の
テ
ー
マ
を
、
四
〇
〇
詩
で
描
く
。

15

“B
efo

re G
ra
m
m
a
r:
Issu

es in R
ea
d
in
g S

o
m
e C

la
ssica

l T
a
m
il T

ex
ts”,

K
olam

E
lectric Jo

u
rn
a
l o
f th

e In
stitu

te o
f

 
In
d
o
lo
g
y a

n
d T

a
m
il S

tu
d
ies,

U
n
iv
ersity o

f C
o
lo
g
n
e;
h
ttp
: //w

w
w
.fa
s.n
u
s.ed

u
.sg
/jo
u
rn
a
l /k

o
la
m
/in
d
ex
.h
tm

,
V
o
l.
9

&
10,

K
o
ln
,
2003.

16

A
.
L
.

バ
シ
ャ
ム
著
、
日
野
紹
運
・
金
沢
篤
・
水
野
善
文
・
岩
上
和
敬
訳
、

バ
シ
ャ
ム
の
イ
ン
ド
百
科

、
山
喜
房
佛
書
林
、
平
成
十
六

年
、
二
九
五
頁
。

男
女
の
愛
を
模
し
た
神
へ
の
祈
り
（
高
橋
孝
信
）

三
〇
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